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１．iPad 活⽤のポイント 
（１）本時の⽬標 
得点につながる動きについて考えたことを友達に伝えることができる。 
（２）活⽤アプリ 
ロイロノート 
（３）GIGA 端末以外で利⽤した機器 
なし 
（４）アプリの活⽤場⾯と⽬的 
■ オンライン ▢ オフライン 
授業での活⽤場⾯（授業概要） 

本時は、新聞紙ボールと巨⼤なゴールを⽤いたゲームにより、シュートの技能差を埋め、パスを中
⼼とした動きに焦点を絞ることで、パスの⼤切さに気付き、フリーになる動きについて考えることが
できるようにした。 

撮影したゲームの映像をグループのメンバーで互いに⾒合い、ボールを持っている⼈は誰にパスを
するとよいか、ボールを持っていない⼈は、どう動くとよいかを考えるよう促すことで、次のゲーム
での連携について考え、実際に動きながら確かめることができるようにした。また、撮影した映像に
ついて、よい動きを学習⽀援アプリ上に保存するよう促すことで、ゲーム中のよい動きを蓄積し、次
時以降、作戦を⽴てる際、映像を基に考えることができるようにした。 

 
 

2．iPad 活⽤の画⾯例（写真等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このプレーは他の児童の⼿本となり、全員が「シュートの後もやれることがあるんだ！」と気付いた
瞬間になった。このプレーが１７秒で収められていることが他の⼦どもにとってもよかったと考えら
れる。 



 
３．効果と課題 
（１）iPad（アプリ）を活⽤して効果的だった点 
⼀⻫学習 ■ 教師による教材の提⽰ 
個別学習 ▢ 個に応じた学習 ▢ 調査活動 ■ 思考を深める学習 
 ▢ 表現・制作 ▢ 家庭学習 ▢  
協働学習 ■ 発表や話し合い ■ 協働での意⾒整理 ▢ 協働制作 
 ▢ 学校間の交流 ▢ 家庭学習 ▢  
・ 試合動画を⾒返す際、⼤切な場⾯で停⽌したり、スロー再⽣にしたりできることが、話合いの内
容の具体性を⾼めた。 

・ 友達の振り返りをいつでも⾒ることができるようにしておくことで、⾃分のペースで学習を進め
ることができた。２０秒程度の動画の蓄積が⾃⾝の学習だけでなく、学級の⼦どもにもよい影響を
与えていた。 

（２）iPad（アプリ)を活⽤して課題に感じた点 
⼀⻫学習 ▢ 教師による教材の提⽰ 
個別学習 ▢ 個に応じた学習 ▢ 調査活動 ■ 思考を深める学習 
 ▢ 表現・制作 ▢ 家庭学習 ▢  
協働学習 ■ 発表や話し合い ■ 協働での意⾒整理 ▢ 協働制作 
 ▢ 学校間の交流 ▢ 家庭学習 ▢  
・ 思考を深める時間と意⾒調整や話合いの時間のバランスが難しい。⼦どもの思考を深めるための

時間や意⾒を調整する時間を⼗分に確保するため、運動の時間を削ったが、バランスの調整にはま
だ課題がある。 

・ iPad の操作時間を削れるとよいが、操作にかかる時間は個⼈差があるため難しい。 

 
 


